








慌手紘地における残仔林の航生
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本的にはコナラ林であり，このコナラ林は県内低地の

2次林と特に変ｵつる構成でないこと，④この地域を特

徴づけると見られるハンノキ林やクヌギ林は地下水位

の高い部分に見られる一時的なものと考・えることかで

きること，などによる。

しかし，これら現在の森林の尚木はせいぜい50年縄

度の樹令であることは測定によってIⅢらかである。イ，

川原におけるコナラの切株は|白;(132cmで2(3年,45cmで

37年，スギは30cmで34年,48cmで50年である。また三

村のスギの切株は5例いずれも50～57年である。また

中清水の。ナラ・クリ・ケヤキのDBHは14測定例で2(1

～48cm,イi塚の8種の測定例でも20～43cmで特に古い木

は見当らない。これらを考え合わせると現在の森林を

形成してL､る樹木の成立は19211年頃のことと考えらﾙ1

る。しかし聴き取り調査にあるように当時すでに現在

と同様の森体があったとの証言もあり，このような森

林が地域の管即の許に長く続いてきたものと考えられ

る。盆地は雑木林やカマ場として利用されながら順次

lifllllされていったものであろう。

これら械生の歴史の解析のためにはIll根森泥炭の花

粉分析や抽物遺体の研究が急務であり，この文化財と

しての価値は大変高いものがある。また周辺のブナ林

や上猪岡のブナの巨樹の保存も同様の見地から早急に

検ff､'すべき‘課題と考える。
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